
都市計画区域マスタープランの見直しについて

１ マスタープラン策定の基本的考え方

都市計画区域マスタープランは、長期的視点にたった都市の将来像を明確にし、

その実現に向けての大きな道筋を示すものであり、本格的な人口減少・超高齢社会

問題、切迫する南海トラフの地震や中央構造線活断層地震への備え、さらには、地

球環境問題の深刻化など、本県を取り巻く社会経済情勢の変化に応じ、都市づくり

の理念、土地利用の方針等について大幅な見直しを行うこととしております。

２ マスタープランにおいて定める事項

○ 都市計画の目標（都市づくりの基本理念）

○ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める方針

○ 主要な都市計画の決定の方針

（土地利用、都市施設、市街地開発事業、自然的環境の整備又は保全）

３ 見直しのポイント

徳島東部都市計画区域マスタープラン

（１）基本的な考え方

・ 無秩序な開発による市街地の拡大防止のため、引き続き、区域区分を維持

・ 土地利用規制の強化と大胆な緩和による防災・減災・地域活性化の推進

・ ＩＣＴ活用による多様な働き方の創出 など

（２）「都市づくりの理念」の見直し

① すべての人が暮らしやすい「地方創生拠点連携型」の都市づくり

② 「すべての人命を守る」安全で安心して暮らせる都市づくり

③ 豊かな自然と調和し、地域資源の保全・活用による環境にやさしい

都市づくり

④ 地域の独自性を活かし、魅力と活力にあふれる都市づくり

⑤ 住民の目線に立った創造性豊かな都市づくり

平成30年2月定例会（事前）

県土整備委員会資料（その２）

県土整備部



日和佐都市計画区域マスタープラン及び牟岐都市計画区域マスタープラン

（１）基本的な考え方

・ 無秩序な市街地拡大の恐れがないため、引き続き、区域区分を定めない

・ 発災後の迅速かつ円滑な「都市の再生」を実現するための

平時からの「復興まちづくり」を見据えた取組み

・ 「命の道」として広域連携を強化する阿南安芸自動車道の整備促進 など

（２）「都市づくりの理念」の見直し

① すべての人が暮らしやすい、安全で安心なまちづくり

② 地域の魅力ある資源を活かし、交流が広がるまちづくり

③ 美しく豊かな自然環境を保全・活用し、自然と調和したまちづくり

４ 今後のスケジュール

平成３０年３月 都市計画審議会

国土交通大臣との同意協議
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